
＜評価について＞
  ・評価については、以下のような基準で評価を行っています。
  Ａ-達成できた　Ｂ-ほぼ達成できた　Ｃ-あまり達成できなかった　Ｄ－ほとんど達成できなかった

  令和２年４月１日から令和３年３月３１日
　評価回答者　年長児保護者

評価の内容

1 教育・保育方針を理解し、環境を整えている A-22     B-13 C-0     D-0

2 園の保育教諭は子どもたちの対応に熱心である A-24     B-11 C-0     D-0

3
子ども達の発達過程を理解し、個々に応じた配慮をし、教育・保育を行っ
ている。

A-18     B-15 C-2     D-0

4 日々の観察に努め、適切な保育・援助を行っている。 A-18     B-17 C-0     D-0

5 日々の保育の中で子どもの成長がみられる。 A-28     B-6 C-1     D-0

6 職員は保護者・外来者への対応が丁寧で適切である。 A-19     B-14 C-1     D-0

7 園は配布物・ホームページなどで園の様子を公開している。 A-20     B-12 C-3     D-0

8
園は園児の安全を最優先とし、私設の安全管理、衛生管理を行ってい
る。

A-25     B-9 C-0     D-0

9
園は子どもたちの健康管理を行い、必要に応じて保護者に連絡するなど
適切な対応をしている。

A-28     B-6 C-1     D-0

10 園は保育環境を整えるための計画を進めている。 A-17     B-16 C-1     D-0

11 保護者の要望に応じた保育を実践している。 A-21     B-10 C-4     D-0

12 人や自然との関りを育む環境を大切にしている。 A-29     B-6 C-0     D-0

13 乳幼児の教育に、園や近隣の自然、施設を活用している。 A-24     B-11 C-0     D-0

14
園では防災や防犯に対して定期的に訓練を行い、その防止に努めてい
る。

A-30     B-5 C-0     D-0

15 園では保護者支援を適切におこなっている A-19    B-13 C-3     D-0

令和２年度　たから子ども園　施設評価

（保護者より）　※原文のまま掲載
連絡帳の内容について、園での様子がわかるよう個々に寄り添った内容を記述してほしい。
発表会や運動会の出演回数が多いと思う。ごほうびに関して違和感を感じる。子どもの少し変化を詳しくおしえてくれるので助
かっています。
ホームページの更新を増やしてほしかった。
他の保育施設と比べると、用意する備品等がとても多く感じます。何かあった時にすぐに声をかけてくださったり、対応してくだ
さるのでとても心強いです。その日どんなことを褒められたのか、指導を受けたのか教えていただけるので、家庭でも継続して
指導ができるし、褒められたことをはもう一度褒めることが出来るためいいと思う。コロナ禍でどこにも連れて行けず退屈して
いる子ども達にとって園生活はとても楽しいところだと思います。
出来ることを模索しながら様々な行事をも催していただき感謝でしかありません。個別相談させていただいたことについては、
いつも丁寧に対応していただいていると思います。毎日子ども達も笑顔で登園し楽しかったと帰宅しておりそれが全てだと思
います。一度だけ、引き渡し後の子が飛び出してきたことがあったので注意していただきたい。
個の月齢に合わせて適切に保育していただいていると感じます。担任の先生ではなくとも名前を覚え、声掛けしていただいた
り、気持ちのよいあいさつをしていただいたり、笑顔で接してくださっているので子どもも安心して過ごせています。子ものびの
び成長しているのがわかり、楽しく園に行っています。

＜評価対象期間＞

  評価責任者　施設長　藤川顕彰

保護者評価

３５回答（無回答設問有り）



施設自己評価

(施設長）
評価結果を確認すると、安心安全な教育・保育の提供が基本的にはできているという評価は受けているようだ。た
だ、保護者支援に関して不十分なところが見受けられる。
その原因として考えられるのは、保護者ニーズを細かく把握できていないということと、園児1人1人（１家庭１家
庭）に対してもう少し丁寧な対応が必要とされているということであろう。これに対して施設としてまず行うことは、
日常の教育・保育を保護者へさらに見えやすいように伝える工夫を再検討すべきと考える。又、園児・保護者1人1
人をしっかりと観察し、それぞれに合った丁寧な対応を心掛けることを職員間で共有していければと思う。
園児はもちろん保護者に対してもオンリーワンのサービス提供ができるように職員それぞれが意識付けしていくを
今後の課題としたい。
（主幹保育教諭）
保護者のニーズが年々多様化しており、対応が難しい状況も増えている。子どもを中心に園と家庭で連携をとり
子どもの育ちを共に支えていくという基本的な考え方を保護者と一緒に再確認しあう場をもつ事が必要と感じる。
信頼感は、子どもを通して家庭に伝わると考えているので、日々の保育を丁寧に行っていきたい。


